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コード

二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K) (L) (M) (N) (O) (P) (Q) (R) (S) (T) (U)

0401 事務 地域保健課総合調整等業務 －

課員の服務、研修、道議会、予算・
決算・監査、表彰、国庫支出金、政
策・事業評価、各種調査とりまとめ、
文書管理及び団体との調整などの
課全般に関する庶務

地域保
健課

0 0 0 3.5 0.0 3.5 27,335 現状維
持

引き続き、当課の運営に必要な連
絡調整などに係る事務のため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0402 事務 地域保健関係職員研修事業費 －
保健所、市町村職員等の地域保健
関係者に対し地域保健対策の理念
を踏まえた幅広い研修を実施

地域保
健課

0 8,044 7,876 0.3 6.9 7.2 64,276 現状維
持

新型コロナウイルスをはじめとする
感染症や災害対応など保健所等に
おける危機管理のための研修等が
今後も必要なため、現状維持で事
業を継続する。

－ － － － － － － － 現状維
持

0403 義務費
地域保健諸費
(保健衛生に関する事務委託事業）

－

法、条例、規則等で道が行う各種保
健衛生に関する一般住民等からの
申請等の受理等に関する事務を保
健所設置市に委託し、実施する。

地域保
健課

0 30,132 30,132 0.2 0.1 0.3 32,475 現状維
持

－ － － － － － － － － 現状維
持

0404 事務 地域保健情報年報等に関する事務 －

地域保健情報年報、公衆衛生関係
表彰、行政不服審査、保健・医療・
福祉に係る総合相談、脳脊髄液減
少症、局の広報・広聴に関する事務

地域保
健課

0 0 0 0.5 7.2 7.7 60,137 現状維
持

引き続き、地域保健行政の運営に
必要な調整などに係る事務のため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0405 維持費
(保健所)維持管理費(維持管理事務
費）

②

保健所事業の運営管理事務、検体
搬送等の試験検査運営事務、関係
機関との広域連携に係る企画・連絡
調整事務

地域保
健課

0 17,582 17,482 0.2 11.9 12.1 112,083 現状維
持

保健所の運営に必要な関係機関と
の連絡調整等に係る事務費のた
め。

－ － － － － － ○ ① 各種会議はオンライン開催に変更
するなど見直し済。

現状維
持

0406 維持費 (保健所)維持管理費(維持費） －
保健所機能を維持するための事務
機器・検査機器・庁用什器・燃料費
等の維持管理に関する事務

地域保
健課

0 60,265 60,265 0.4 27.4 27.8 277,383 現状維
持

事務機器など保健所機能を維持す
る上で必要な最低限の費用である
ため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0407 一般 保健所非常用自家発電設備整備費 －

大規模災害時や停電時においても
避難所や在宅の住民の医療、保
健、福祉のニーズに対応するため、
道立保健所に非常用自家発電設備
を整備する

地域保
健課

0 404,096 21,048 0.2 1.6 1.8 418,154 終了
Ｒ３年度内に対象となっている全て
の保健所の工事を完了予定。

－ － － － － － － － 終了

0408 一般 地域歯科保健対策事業費 ②
乳幼児、成人、高齢者、障害者等が
地域で一環した歯科保健サービス
の提供体制を整備

地域保
健課

0 9,612 4,851 1.3 10.8 12.1 104,113
現状維

持

北海道歯科保健医療推進計画の推
進（むし歯の予防・歯周病の予防
等）に必要なため。

－ ④ ②
一部研修会等のオンライン化の検
討

－ ⑥ ②
一部研修会等のオンライン化の検
討

○ ② 研修会等のオンライン化の検討

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

研修会等の内容や相手方の環境に
よりオンラインの活用が困難な事業
もあるが、引き続きゼロカーボンや
Society5.0の観点での事業の効率
化を進める。

0409 一般
歯科保健対策推進事業費補助金
（歯科医師会・歯科技工士会）

－ 保健関係指導者研修及び歯科技工
士研修の実施

地域保
健課

0 2,329 2,329 0.1 0.0 0.1 3,110 現状維
持

北海道歯科保健医療推進計画の推
進（歯周病の予防・歯科医療従事者
の確保）に必要なため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0410 一般
心身障がい者（児）歯科診療事業費
補助金

－
一般の歯科診療所での治療困難な
心身障害者への治療を確保するた
めの事業に対して助成

地域保
健課

0 5,536 5,536 0.1 0.0 0.1 6,317 現状維
持

北海道歯科保健医療推進計画の推
進（障がいのある人等への歯科保
健医療サービスの充実）に必要なた
め。

－ － － － － － － － 現状維
持

0411 一般 離島・無医地区等巡回診療費 － 離島における口腔衛生相談や歯科
診療の実施

地域保
健課

0 4,030 2,015 0.2 0.0 0.2 5,592 現状維
持

北海道歯科保健医療推進計画の推
進（離島における歯科保健医療の
確保）に必要なため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0412 一般 特殊歯科保健医療推進事業費 ⑥

特殊な対応を必要とする有病者・障
害者に対する歯科医療を提供する
ための歯科医師に対する研修等の
実施

地域保
健課

0 4,397 3,163 0.1 9.5 9.6 79,373 現状維
持

北海道歯科保健医療推進計画の推
進（障がいのある人等への歯科保
健医療サービスの充実）に必要なた
め。

－ ④ － 実地研修のためオンライン化は不
可

－ ⑥ － 実地研修のためオンライン化は不
可

－ － 現状維
持

0413 一般 在宅歯科医療連携室整備事業費 －

在宅歯科医療を推進するため、医
科や介護等の他分野との連携を図
るための窓口を設置して、道民や在
宅歯科医療を必要とする要介護者・
家族等のニーズに応え、地域にお
ける在宅歯科医療の推進及び医
科、介護等の他分野との連携体制
の構築を図る。

地域保
健課

0 38,270 0 0.1 0.0 0.1 39,051
現状維

持

北海道歯科保健医療推進計画の推
進（高齢者の低栄養及び誤嚥性肺
炎の予防）に必要なため。

－ － － － － － － －
現状維

持

0414 一般
歯科医療従事者認知症対応力向上
研修事業費

⑥

歯科医療従事者が歯科医療機関を
受診した認知症患者に適切に対応
するための知識と技術を習得するた
めの研修委託事務

地域保
健課

0 3,007 0 0.1 0.0 0.1 3,788 現状維
持

北海道歯科保健医療推進計画の推
進（高齢者の低栄養及び誤嚥性肺
炎の予防）に必要なため。

－ ④ － 実地研修のためオンライン化は不
可

－ ⑥ － 実地研修のためオンライン化は不
可

－ － 現状維
持

0415 一般
食・口腔機能改善専門職等養成事
業費

⑥

歯科衛生士等が地域ケア会議にお
いて、多職種の役割やケアプランを
踏まえた適切な助言をするための
研修委託事務。

地域保
健課

0 2,272 0 0.2 0.0 0.2 3,834 現状維
持

北海道歯科保健医療推進計画の推
進（高齢者の低栄養及び誤嚥性肺
炎の予防）に必要なため。

－ ④ － 実地研修のためオンライン化は不
可

－ ⑥ － 実地研修のためオンライン化は不
可

－ － 現状維
持

0416 一般 歯科保健センター整備事業 －
札幌歯科医師会が設置する札幌口
腔医療センターの改修事業に助成

地域保
健課

0 12,990 0 0.2 0.2 14,552 終了 Ｒ３年度中に事業終了予定。 － － － － － － － － 終了

0417 事務
北海道歯・口腔の健康づくり８０２０
推進条例

－ 「北海道歯・口腔の健康づくり８０２０
推進条例」の推進に関する事務

地域保
健課

0 0 0 0.6 4.0 4.6 35,926 現状維
持

「北海道歯・口腔の健康づくり８０２０
推進条例」及び「北海道歯科保健医
療推進計画」に係る事務を執行する
ため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0418 事務 歯科保健医療に関する事務 －

歯科保健医療に係る相談対応、医
療体制の確保、歯科医師等の行政
処分、免許の進達・送付、行政歯科
技術者職員への研修会開催に係る
事務

地域保
健課

0 0 0 0.5 2.7 3.2 24,992 現状維
持

歯科保健医療に係る事務を執行す
るため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0419 一般 北海道難病連補助金 ①

難病関係各団体の活動を支援し、
難病患者の療養指導を行うととも
に、機関紙等の発行による難病に
対する正しい知識の普及啓発事業
に対して助成する。

地域保
健課

0 7,524 7,524 0.2 0.0 0.2 9,086 現状維
持

引き続き、専門的知識を有する団体
により難病関係各団体の活動を支
援し、難病患者の療養指導を行うと
ともに、難病に対する正しい知識の
普及啓発を行う必要があるため。

－ ④ －

一部ホームページに掲載している
が、ネット環境のない難病患者等も
いるため、全て普及啓発リーフレット
を電子化することは不可

－ ⑥ －

一部ホームページに掲載している
が、ネット環境のない難病患者等も
いるため、全て普及啓発リーフレット
を電子化することは不可

○ ① 一部会議をオンライン化済み
現状維

持

0420 一般
北海道難病連補助金（難病療育指
導事業）

－

難病患者やその家族に対して相
談、援助を図るとともに、難病の知
識の普及啓発図るため、難病各患
者会の育成指導をしている北海道
難病連に対して補助する

地域保
健課

0 7,902 7,902 0.2 0.0 0.2 9,464
現状維

持

引き続き、難病患者やその家族に
対して相談、援助を図るとともに、難
病の知識の普及啓発図るため、難
病各患者会の育成指導をしている
北海道難病連に対して補助する必
要があるため。

－ － － － － － － －
現状維

持

0421 一般 難病センター運営費補助金 －

難病患者と家族の生活・医療等に
関する相談、指導及び難病に関す
る知識の普及と研修等を行う難病セ
ンターの運営費に対して助成する。

地域保
健課

0 31,623 15,812 0.2 0.0 0.2 33,185 現状維
持

引き続き、難病患者と家族の生活・
医療等に関する相談、指導及び難
病に関する知識の普及と研修等を
行う難病センターの運営費に対して
助成する必要があるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0422 一般 難病患者等居宅生活支援事業費 ②
難病患者等の居宅における療養生
活を支援することにより、福祉の向
上を図る。

地域保
健課

0 392 159 0.3 0.8 1.1 8,983
現状維

持

引き続き、適切なホームヘルプサー
ビスを提供するホームヘルパーの
養成を図るとともに、日常生活を営
むのに著しく支障のある在宅の小児
慢性特定疾病児に対し、日常生活
用具を給付して便宜を図る必要が
あるため。

－ ④ －

知見を有する講師と受講生が直接、
相見えることにより効果的な研修に
繋がると考えられるため、オンライン
化には馴染まない

－ ⑥ －

知見を有する講師と受講生が直接、
相見えることにより効果的な研修に
繋がると考えられるため、オンライン
化には馴染まない

○ －

知見を有する講師と受講生が直接、
相見えることにより効果的な研修に
繋がると考えられるため、オンライン
化には馴染まない

現状維
持

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続
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コロナ
ウイルス
感染症

次年度
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次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要
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令和３年度　事務事業評価調書 04071

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

健康づくりの推進

一次政策評価
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Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見
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1／7 04071



二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況
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【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ
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Ⅲ
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コロナ
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次年度
方向性

重点点検事業 見直し

次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費

（千円）

執行体制

フル
コスト

（千円）

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応

重点点検事業

見直し
状況

内容 該当 対応状況視点理由
計画等
位置
づけ

計画等
位置
づけ

視点
見直し
状況

理由 該当

0423 一般
難病対策促進事業費（在宅酸素以
外）

－

在宅医療の促進や在宅難病者に対
する療養支援の充実など、保健・医
療・福祉の連携による総合的な難病
対策の促進を図る。

地域保
健課

0 26,664 8,695 0.2 11.8 12.0 120,384 現状維
持

引き続き、専門的知識を有する団体
により難病関係各団体の活動を支
援し、難病患者の療養指導を行うと
ともに、難病に対する正しい知識の
普及啓発を行う必要があるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0424 一般 難病対策促進事業費 －

在宅医療の促進や在宅難病者に対
する療養支援の充実など、保健・医
療・福祉の連携による総合的な難病
対策の促進を図る。

地域保
健課

0 57,093 57,093 0.2 6.0 6.2 105,515
現状維

持

平成10年５月、国において難病患者
一部負担を導入したことから、道に
おいても国に準じ、同年８月、難病
患者一部負担金を導入し、在宅患
者に重点をおいた総合的な難病対
策の観点から本制度を創設した経
緯があるため。

－ － － － － － － －
現状維

持

0425 一般 医療関連業務機械化処理費 －

特定疾患治療研究事業等や自立支
援医療給付事業に係る医療費関連
業務について、パソコンによるオンラ
インシステムを導入し、事務の迅速
化（受給者証等の早期交付）・効率
化を図り、保健所機能の強化を図
る。

地域保
健課

0 622 622 0.2 0.0 0.2 2,184
現状維

持

引き続き、特定医療費支給認定等
や自立支援医療給付事業に係る医
療費関連業務について、パソコンの
オンラインシステムにより、事務の
迅速化（受給者証等の早期交付）・
効率化を図り、保健所機能の強化を
図る必要があるため。

－ － － － － － － －
現状維

持

0426 義務費
小児慢性疾病治療等給付費
（義務費）

－

医学の専門家から構成される協議
会を設置する。また、小児慢性特定
疾患児手帳の交付により、対象疾
患に罹患している児童の健康状態
が急変した場合等、緊急の事態に
適切な対応を図る。

地域保
健課

0 1,642 821 0.2 2.0 2.2 18,824
現状維

持
－ － － － － － － － －

現状維
持

0427 事務
原爆被爆者医療給付及び措置費
（事務費）

－

原爆被爆者の健康管理及び疾病の
早期発見を目的とした健康診断を
実施するとともに、原爆症患者等に
不安を解消し、生活の安定を図るた
め諸手当を支給する。(事務費）

地域保
健課

0 1,378 0 0.2 0.2 0.4 4,502
現状維

持

被爆者健康手帳を交付し、原爆被
爆者の生活の安定を図るための諸
手当を交付するとともに、健康管理
及び疾病の早期発見を目的とした
健康診断を実施することにより、原
爆症患者等の不安を解消する必要
があるため。

－ － － － － － － －
現状維

持

0428 一般
原爆障害者医療給付及び措置費
（委託料）

－

原爆被爆者の健康管理及び疾病の
早期発見を目的とした健康診断を
実施するとともに、原爆症患者等に
不安を解消し、生活の安定を図るた
め諸手当を支給する。（委託料）

地域保
健課

0 5,240 20 0.2 0.3 0.5 9,145
現状維

持

被爆者健康手帳を交付し、原爆被
爆者の生活の安定を図るための諸
手当を交付するとともに、健康管理
及び疾病の早期発見を目的とした
健康診断を実施することにより、原
爆症患者等の不安を解消する必要
があるため。

－ － － － － － － －
現状維

持

0429 一般
原爆被爆者医療給付及び措置費
（扶助費）

－

原爆被爆者の健康管理及び疾病の
早期発見を目的とした健康診断を
実施するとともに、原爆症患者等に
不安を解消し、生活の安定を図るた
め諸手当を支給する。（扶助費)

地域保
健課

0 179,536 3,977 0.2 0.3 0.5 183,441
現状維

持

被爆者健康手帳を交付し、原爆被
爆者の生活の安定を図るための諸
手当を交付するとともに、健康管理
及び疾病の早期発見を目的とした
健康診断を実施することにより、原
爆症患者等の不安を解消する必要
があるため。

－ － － － － － － －
現状維

持

0430 一般 原爆被爆者対策費補助金 －

被爆者及びその家族への援護対策
の推進、その他必要な援助を行い、
もってその健康保持と福祉の向上を
図る事業に対し助成する。

地域保
健課

0 1,541 1,291 0.2 0.0 0.2 3,103
現状維

持

広島、長崎に原爆が投下されてから
76年、今も道内に200名以上の被爆
者がいて、被爆の影響による健康
被害や精神的・身体的不安に苦し
んでおり、補助団体を通じて、健康
指導や、不安をなくすための諸活動
及び原水爆事情に関する啓蒙・広
報活動を行う必要があるため。

－ － － － － － － －
現状維

持

0431 一般
人工腎臓装置不足地域設備整備費
補助金

－

透析医療の地域格差を解消するた
め、人工腎臓装置不足地域におけ
る人工腎臓装置整備事業に対し助
成する。

地域保
健課

0 4,693 0 0.2 0.0 0.2 6,255 現状維
持

人工腎臓装置不足地域に人工腎臓
装置を整備し、透析患者に対する治
療の充実を図り、もって透析医療の
地域格差の解消を図る必要がある
ため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0432 一般
特定疾患治療研究事業等事務協働
推進事業費

－

公共サービスの質の向上と行政運
営の効率化、地域経済の活性化に
寄与するために、特定疾患治療研
究事業等の事務の一部を民間に開
放する。

地域保
健課

0 18,088 8,928 0.2 0.0 0.2 19,650 現状維
持

公共サービスの質の向上と行政運
営の効率化、地域経済の活性化等
のために、引き続き、特定疾患治療
研究事業等の事務の一部を民間に
開放する必要があるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0433 義務費 特定疾患医療費

原因が不明で治療方法が未確立な
いわゆる難病のうち、特定の疾患に
ついて治療研究（医療費助成）を行
い、治療方法の確立、普及を図る。

地域保
健課

0 6,935,634 3,660,071 2.4 2.4 4.8 6,973,122
現状維

持

引き続き、指定難病患者等の医療
費負担の軽減を図るとともに、研究
を推進し、医療の確立・普及を図る
必要があるため。

－ － － － － － － － ○

道単独事業分やウイルス性肝炎対
策医療給付事業について、国庫負
担対象とするよう引き続き国に要望
など行うほか、道単独事業分の重
症度分類の導入について、他県の
動向を踏まえた見直しを進める。

特定疾患（道単独事業分）につい
て、国庫負担対象とするよう引き続
き国に要望すること。道単独事業分
における重症度分類の導入につい
ては、他県の動向を踏まえた見直し
を進めること。
また、法改正により新たに難病法の
実施主体となった札幌市による必要
な施策の実施を前提に、協議会に
おいて道の単独事業廃止を明言し
た上で、今後の対応について早急
に協議を進め、令和４年度当初予算
に向けて、事業のあり方についての
見直しを進めること。
さらに、ウイルス性肝炎対策医療給
付事業については、国庫負担対象
とするよう引き続き要望するととも
に、事業の効果、他県の状況を踏ま
え、受益者負担など制度の見直し
等による縮減を図ること。

現状維
持

特定疾患（道単独事業分）について
は、国庫負担の対象とするよう引き
続き国に要望したところ。

道単独事業分における重症度分類
の導入について、他県調査を実施し
たが、指定難病と同様の分類を設
けていないことから、引き続き他県
の動向を見据えながら検討してい
く。

単独事業について、札幌市と協議を
継続しているが、事業実施への理
解が得られておらず、他県の単独事
業の実施状況を注視し、専門家や
患者団体、札幌市等が参画してい
る北海道難病対策協議会において
議論するなどして、見直しを検討す
る。

ウイルス性肝炎対策医療給付事業
については、国庫負担対象とするよ
う引き続き要望していく。
また、他県の状況を注視しつつ、患
者団体や有識者の意見を伺いなが
ら制度の見直し等を図っていく。

0434 義務費 小児慢性特定疾患医療費 －

小児慢性疾患のうち特定の疾患に
罹患している児童に対して治療研究
（医療給付等）を行い、その医療の
確立と普及を図るなど

地域保
健課

0 537,508 269,889 0.2 0.3 0.5 541,413 現状維
持

－ － － － － － － － － 現状維
持

0435 事務

医療機関等との医療費公費負担に
係る委託契約・指導に関する事務
及び石綿健康被害救済制度の受付
けに関する事務

－

医療機関・調剤薬局等との特定疾
患等医療費公費負担制度に係る委
託契約の締結やその指導に関する
事務及び国で行う石綿健康被害に
係る認定の申請及び救済給付の請
求に係る受付業務

地域保
健課

0 0 0 0.8 0.0 0.8 6,248
現状維

持

医療機関等との医療費公費負担に
関する事務及び石綿健康被害救済
制度の受付けに関する事務は、引
き続き必要な事務であるため、現状
維持で継続する。

－ － － － － － － －
現状維

持

0436 一般 衛生活動推進費補助金 ②

北海道公衆衛生協会が実施する公
衆衛生従事者の資質向上と公衆衛
生思想の普及啓発事業に対する補
助事業。

地域保
健課

0 5,040 5,040 0.2 0.0 0.2 6,602 現状維
持

北海道公衆衛生協会が実施する公
衆衛生従事者の資質向上と公衆衛
生思想の普及啓発事業は、引き続
き必要な事業であるため、現状維持
で継続する。

－ ④ ②

研修会、会議等のオンライン化、普
及啓発リーフレットの電子化につい
ては、新型コロナウイルス感染症の
状況や内容を見て、効果的・効率的
であれば検討する。

－ ⑥ ②

研修会、会議等のオンライン化、普
及啓発リーフレットの電子化につい
ては、新型コロナウイルス感染症の
状況や内容を見て、効果的・効率的
であれば検討する。

○ ② 研修会等のオンライン化の検討

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○

補助金交付団体において主催する
会議等の一部はオンラインで実施。
引き続き研修会や会議等のオンラ
イン化、普及啓発リーフレットの電子
化などの実施方法の見直しが図れ
ないか団体と調整を進める。

0437 義務費 栄養改善指導費 －

調理師法及び栄養士法の規定に基
づく免許交付等事務及び養成施設
指導、及び　健康増進法に基づく専
門的栄養指導、特定給食施設指導
等

地域保
健課

0 6,075 0 0.3 13.9 14.2 116,977 現状維
持

－ － － － － － － － － 現状維
持

0438 一般 国民健康・栄養等調査費 －
健康増進法に基づく国民の健康・栄
養調査（国庫委託事業）

地域保
健課

0 2,947 0 0.2 0.5 0.7 8,414
現状維

持
国庫委託事業として、実施する必要
があるため。

－ － － － － － － －
現状維

持

0439 一般
栄養改善普及事業費補助金（調理
師・栄養士研修等）

－
北海道栄養士会、北海道全調理師
会が実施する研修事業への補助事
業

地域保
健課

0 2,379 2,379 0.1 0.0 0.1 3,160 現状維
持

栄養改善を普及する関係団体は、
道民の健康づくり推進の一翼を担っ
ているため、継続した支援が必要で
ある。

－ － － － － － － － 現状維
持
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二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K) (L) (M) (N) (O) (P) (Q) (R) (S) (T) (U)

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ

カーボン

Ⅱ
Society

5.0

Ⅲ
新型

コロナ
ウイルス
感染症

次年度
方向性

重点点検事業 見直し

次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費

（千円）

執行体制

フル
コスト

（千円）

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応

重点点検事業

見直し
状況

内容 該当 対応状況視点理由
計画等
位置
づけ

計画等
位置
づけ

視点
見直し
状況

理由 該当

0440 一般 栄養関係人材育成事業費 ①
道民の健康づくりを推進するための
人材育成事業

地域保
健課

0 1,191 1,191 0.2 4.6 4.8 38,679
現状維

持
道民の健康づくり推進に必要なた
め。

－ ④ ②
一部研修会等のオンライン化の検
討

－ ⑥ ②
一部研修会等のオンライン化の検
討

○ ② 会議等のオンライン化の検討

普及啓発事業における啓発資材の
ペーパレス化・電子化やオンライン
開催によるCO2削減や啓発対象の
拡大に向けた取組の促進など、ゼロ
カーボン北海道及びSociety5.0の推
進に向け、事業内容を検討するこ
と。

現状維
持

○ ○ ○
実地による研修が必要なものを除
き、オンライン等の活用を進める。

0441 一般 道民の健康づくり推進事業費 ①
健康増進法に基づき、道が策定した
「北海道健康増進計画」の普及啓発
事業

地域保
健課

0 4,461 4,028 0.8 19.6 20.4 163,785
現状維

持

計画を通して道民の健康の現状、
対策の方向性等を普及することは、
実態に応じた効果的な取組につな
がるため。

－ ④ ②
会議等のオンライン化の検討
「ほっかいどう健康づくりツイッター」
の活用

－ ⑥ ②
研修会等のオンライン化の検討
「ほっかいどう健康づくりツイッター」
の活用

○ ② 会議等のオンライン化の検討

普及啓発事業における啓発資材の
ペーパレス化・電子化やオンライン
開催によるCO2削減や啓発対象の
拡大に向けた取組の促進など、ゼロ
カーボン北海道及びSociety5.0の推
進に向け、事業内容を検討するこ
と。

現状維
持

○ ○ ○
webサイトの活用、民間企業と連携
した効率的・効果的な普及啓発など
に取り組む。

0442 事務 シックハウス対策費 ①
シックハウス症候群や化学物質過
敏症の検査・普及啓発活動

地域保
健課

0 835 0 0.2 0.3 0.5 4,740
現状維

持

シックハウス症候群や化学物質過
敏症の検査・普及啓発活動は、引き
続き必要な業務であるため、現状維
持で継続する。

－ ④ ②
一部研修会等のオンライン化の検
討

－ ⑥ ②
一部研修会等のオンライン化の検
討

○ ② 研修会等のオンライン化の検討

普及啓発事業における啓発資材の
ペーパレス化・電子化やオンライン
開催によるCO2削減や啓発対象の
拡大に向けた取組の促進など、ゼロ
カーボン北海道及びSociety5.0の推
進に向け、事業内容を検討するこ
と。

現状維
持

○ ○ ○
今後、研修会等を実施する場合は
オンライン開催等を検討する。

0443 一般 がん診療施設設備整備費補助金 －

公的医療機関等を地域の中心的な
医療機関として、当該住民のがん診
療施設の確保を図るとともに、地域
の医療機関相互の密接な連携と機
能分担の促進、医療資源の効率的
活用を図り、もって地域の医療水準
の向上に資することを目的とする。

地域保
健課

0 92,701 70,000 0.8 0.0 0.8 98,949
現状維

持

引き続き、北海道がん対策推進計
画に基づき、医療提供体制の充実
を図る必要があるため。

－ － － － － － － －
現状維

持

0444 一般
がん診療連携拠点病院機能強化事
業費補助金

－
国が指定する「がん診療連携拠点
病院」が実施する、がん対策に関す
る各種事業に支援

地域保
健課

0 111,000 55,500 1.3 0.1 1.4 121,934 現状維
持

引き続き、北海道がん対策推進計
画に基づき、相談支援体制の維持・
確保などを図る必要があるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0445 一般 健康増進事業費補助金 －
健康増進法に基づき市町村が実施
する各種保健事業に要する費用へ
の補助

地域保
健課

0 156,346 63,798 0.3 2.1 2.4 175,090 現状維
持

引き続き、健康増進法に基づき市
町村が実施する各種保健事業に係
る費用への支援を行う必要がある
ため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0446 一般 脳卒中等医療連携体制推進事業 －

脳卒中・急性心筋梗塞・糖尿病の医
療連携の推進、医療計画に基づく
医療機関名の公表、特定健診・特
定保健指導事業の推進、糖尿病対
策推進会議、総医協循環器疾患対
策小委員会に関する事務

地域保
健課

0 1,760 880 0.5 20.2 20.7 163,427 ③
改善
（指標
分析）

医師、看護師及び保健師等の人材
育成研修については、Web開催に変
更し、感染対策に配慮した実施を検
討する。

－ － － － － － － －

・道民の健康寿命の延命を図るた
め、全国に比して死亡率が高いが
ん対策などの生涯を通じた健康づく
りの推進は重要であり、取組の一層
の推進を検討すること。

・普及啓発事業における啓発資材
のペーパレス化・電子化やオンライ
ン開催によるCO2削減や啓発対象
の拡大に向けた取組の促進など、
ゼロカーボン北海道及びSociety5.0
の推進に向け、事業内容を検討す
ること。

・会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

改善

会議などのオンラインによる開催、新たに策定
した北海道循環器病対策推進計画の普及啓発
及び計画に基づく取組（生活習慣病予防などの
普及啓発、緩和ケア研修会など）を電子媒体や
ホームページを活用して周知するとともに、関
係機関や企業と連携して開催するなど、効果的
に進める。

・特定健康診査受診率の向上のため、各医療保
険者がそれぞれ普及啓発などに取り組んでお
り、道ではHPへ受診勧奨パンフレットの掲載、イ
トーヨーカドアリオの協力及び関係機関と連携し
た普及啓発イベントの開催、各医療保険者が出
席する保険者協議会での各取組の報告と共有を
図っている。引き続き各機関と協力し、より効果
的な普及啓発の取組を進めていく。
　地域連携クリティカルパスについては、NPO法
人や連携協定企業などの協力により、二次医療
圏域でのセミナー開催や、アプリ版パスの導入促
進のための普及啓発・実証実験を進め、多くの
参加が得られたところ。また、未導入圏域への参
加勧奨により、当該地域へのアプリ版パスの導
入に向けたアプローチができたため、次年度も継
続して導入促進を図っていく。
　がん患者の治療と仕事の両立支援ができる職
場環境づくりのため、関係機関と連携し、主に企
業や医療機関を対象とした研修会に循環器病患
者の就労支援の取組を加えて、研修内容の充実
を図るとともに、研修動画をオンデマンドで視聴で
きるようにしたことで、昨年度より多くの参加申込
が得られたことから、今後も、オンライン等を活用
し、視聴機会の確保を図るとともに、より多くの民
間企業から参加が得られるよう、連携協定企業
の協力も得ながら、さらなる周知を図っていく。

・普及啓発媒体の電子化や、研修会などの実施
については、オンラインによる開催を進める。

・オンラインによる会議や研修会などの開催とと
もに、開催周知についても、電子媒体やホーム
ページへの掲載するなど、電子化を進める。

1 一般 脳卒中等医療連携推進会議 ② 401 200 － ④ ② 会議等のオンライン化の検討 － ⑥ ② 会議等のオンライン化の検討 ○ ② 会議等のオンライン化の検討 ○ ○ ○

2 一般 事例検討会等の開催 ② 467 234 － ④ ② 会議等のオンライン化の検討 － ⑥ ② 会議等のオンライン化の検討 ○ ② 会議等のオンライン化の検討 ○ ○ ○

3 一般 循環器疾病対策小委員会等の運営 ② 519 260 － ④ ② 会議等のオンライン化の検討 － ⑥ ② 会議等のオンライン化の検討 ○ ② 会議等のオンライン化の検討 ○ ○ ○

4 一般
糖尿病診療従者を対象としたスキ
ルアップセミナー

① 140 70 － ④ ② 会議等のオンライン化の検討 － ⑥ ② 会議等のオンライン化の検討 ○ ② 会議等のオンライン化の検討 ○ ○ ○

5 一般 糖尿病の慢性合併症予防対策事業 ① 233 116 － ④ ② 会議等のオンライン化の検討 － ⑥ ② 会議等のオンライン化の検討 ○ ② 会議等のオンライン化の検討 ○ ○ ○

0447 義務費 がん対策等推進事業費 －
医療従事者の資質向上、がん登録
の推進、がん検診受診促進等を目
的とする事業。

地域保
健課

0 28,870 25,544 3.1 1.7 4.8 66,358 現状維
持

－ － － － － － － － － 現状維
持

0448 一般 北海道がん対策推進計画費 － 道が策定した「北海道がん対策推
進計画」の進捗管理に関する事務

地域保
健課

0 633 633 1.5 0.1 1.6 13,129 現状維
持

引き続き、北海道がん対策推進計
画に基づき、計画の推進状況の把
握と評価を行う必要があるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0449 一般 栄養成分表示等に関すること －

栄養成分表示等について、関係業
者へ基準等の周知徹底を図るととも
に、道民へ適切な栄養や運動に関
する情報を発信・提供

地域保
健課

0 0 0 0.5 4.2 4.7 36,707 現状維
持

引き続き、道民の適切な食品選択
を支援するための環境整備が必要
なため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0450 事務 市町村保健師に関すること － 市町村保健師の活動領域調査及び
研修事業事務

地域保
健課

0 0 0 0.3 13.8 14.1 110,121 現状維
持

市町村保健師の活動領域調査及び
研修事業事務は引き続き必要な事
務であるため、現状維持で継続す
る。

－ － － － － － － － 現状維
持

0451 一般 難病患者等地域支援対策推進事業 ②

難病対策地域協議会及び慢性疾病
児童等地域支援協議会を設置し、
地域の実情・課題の分析及び解決
に向けた検討、地域支援ネットワー
クの構築について協議する

地域保
健課

0 1,146 573 0.2 0.3 0.5 5,051 現状維
持

引き続き、専門的知見を有する委員
により対策を協議してもらう必要が
あるため。

－ ① ①
　すでに可能な範囲において非接
触型のオンライン開催(Zoom）により
対応済。

- ⑦ ①
　すでに可能な範囲において非接
触型のオンライン開催を活用するな
どして対応済。

○ ①
すでに、オンライン開催等により、コ
ロナ禍の状況に応じた事業内容の
見直しを図った。

○

新型コロナの影響による事業の延
期や中止等が続く中、難病対策地
域協議会については、全道域の協
議会のリモート開催結果を踏まえ
て、地域でも開催できるよう努める。

現状維
持

0452 一般 地域連携クリティカルパス活用事業 －

道民が発症から在宅療養までの切
れ目のない医療サービスを受けるこ
とができるよう「地域連携クリティカ
ルパス」を活用した医療連携体制を
構築し、在宅医療を効果的に推進
する。

地域保
健課

0 8,641 0 0.5 0.0 0.5 12,546 ③
改善
（指標
分析）

専門医の不足や基幹病院がないこ
とから導入が進まない圏域がある。
未導入圏域については、地域の現
状を把握しながら、引き続き導入に
向けた普及啓発に努める。

－ － － － － － － －

道民の健康寿命の延命を図るた
め、全国に比して死亡率が高いが
ん対策などの生涯を通じた健康づく
りの推進は重要であり、取組の一層
の推進を検討すること。

改善

全道域における活用促進のため、オンラインに
よる研修会の開催、未導入地域へのアプリ版ク
リティカルパスの導入・活用への働きかけ及び
アプリ版クリティカルパスの実証実験の効果検
証やモデル機関の拡大などを継続する。

特定健康診査受診率の向上のため、各医
療保険者がそれぞれ普及啓発などに取り
組んでおり、道ではHPへ受診勧奨パンフ
レットの掲載、イトーヨーカドアリオの協力及
び関係機関と連携した普及啓発イベントの
開催、各医療保険者が出席する保険者協
議会での各取組の報告と共有を図ってい
る。引き続き各機関と協力し、より効果的な
普及啓発の取組を進めていく。
　地域連携クリティカルパスについては、
NPO法人や連携協定企業などの協力によ
り、二次医療圏域でのセミナー開催や、アプ
リ版パスの導入促進のための普及啓発・実
証実験を進め、多くの参加が得られたとこ
ろ。また、未導入圏域への参加勧奨により、
当該地域へのアプリ版パスの導入に向けた
アプローチができたため、次年度も継続して
導入促進を図っていく。
　がん患者の治療と仕事の両立支援ができ
る職場環境づくりのため、関係機関と連携
し、主に企業や医療機関を対象とした研修
会に循環器病患者の就労支援の取組を加
えて、研修内容の充実を図るとともに、研修
動画をオンデマンドで視聴できるようにした
ことで、昨年度より多くの参加申込が得られ
たことから、今後も、オンライン等を活用し、
視聴機会の確保を図るとともに、より多くの
民間企業から参加が得られるよう、連携協
定企業の協力も得ながら、さらなる周知を
図っていく。
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二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K) (L) (M) (N) (O) (P) (Q) (R) (S) (T) (U)

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ

カーボン

Ⅱ
Society

5.0

Ⅲ
新型

コロナ
ウイルス
感染症

次年度
方向性

重点点検事業 見直し

次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費

（千円）

執行体制

フル
コスト

（千円）

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応

重点点検事業

見直し
状況

内容 該当 対応状況視点理由
計画等
位置
づけ

計画等
位置
づけ

視点
見直し
状況

理由 該当

0453 一般 がん患者就労支援事業費 ①

がんになっても安心して暮らせる社
会を構築し、がん患者とその家族の
精神的・心理的・社会的苦痛を和ら
げるため、がん患者等が社会生活
を営む上での不安又は負担の軽減
のために必要な支援として、企業に
おける職場環境の整備へ向けた研
修会を開催。

地域保
健課

0 801 401 0.4 0.0 0.4 3,925 ③
改善
（指標
分析）

がん対策の推進に関する連携協定
締結企業やがん対策サポート企業
などの協力を得て周知を行うほか、
経済部と連携して商工会等を通じた
周知を実施し、研修参加数の増加
に努める。

－ ④ ②
一部研修会等のオンライン化の検
討

－ ⑥ ②
一部研修会等のオンライン化の検
討

○ ② 会議等のオンライン化の検討

・道民の健康寿命の延命を図るた
め、全国に比して死亡率が高いが
ん対策などの生涯を通じた健康づく
りの推進は重要であり、取組の一層
の推進を検討すること。

・普及啓発事業における啓発資材
のペーパレス化・電子化やオンライ
ン開催によるCO2削減や啓発対象
の拡大に向けた取組の促進など、
ゼロカーボン北海道及びSociety5.0
の推進に向け、事業内容を検討す
ること。

改善

民間企業等と連携した周知を進めるとともに、
新型コロナウイルス感染症の影響を見極めな
がら、可能な限りオンラインによる開催とし、オ
ンデマンドによる視聴も可能となるよう取り組み
を進める。

○ ○ ○

・特定健康診査受診率の向上のため、各医療保
険者がそれぞれ普及啓発などに取り組んでお
り、道ではHPへ受診勧奨パンフレットの掲載、イ
トーヨーカドアリオの協力及び関係機関と連携し
た普及啓発イベントの開催、各医療保険者が出
席する保険者協議会での各取組の報告と共有を
図っている。引き続き各機関と協力し、より効果
的な普及啓発の取組を進めていく。
　地域連携クリティカルパスについては、NPO法
人や連携協定企業などの協力により、二次医療
圏域でのセミナー開催や、アプリ版パスの導入促
進のための普及啓発・実証実験を進め、多くの
参加が得られたところ。また、未導入圏域への参
加勧奨により、当該地域へのアプリ版パスの導
入に向けたアプローチができたため、次年度も継
続して導入促進を図っていく。
　がん患者の治療と仕事の両立支援ができる職
場環境づくりのため、関係機関と連携し、主に企
業や医療機関を対象とした研修会に循環器病患
者の就労支援の取組を加えて、研修内容の充実
を図るとともに、研修動画をオンデマンドで視聴で
きるようにしたことで、昨年度より多くの参加申込
が得られたことから、今後も、オンライン等を活用
し、視聴機会の確保を図るとともに、より多くの民
間企業から参加が得られるよう、連携協定企業
の協力も得ながら、さらなる周知を図っていく。

・がん患者就労支援研修会について、令和４年１
月２５日にオンラインにより開催し、ペーパーレス
化を図った。次年度もオンラインでの研修開催を
継続していく。

0454 一般 調理師就業届出受理業務事業 －
調理師法の規定に基づく就業調理
師の届出受理・集計等に関する事
務（隔年実施）

地域保
健課

0 0 0 0.3 0.0 0.3 2,343 現状維
持

調理師法の規定に基づき実施する
こととされているため。
※隔年ごとの実施（R4実施予定）

－ － － － － － － － 現状維
持

0455 一般 受動喫煙防止対策等推進事業費 ①

望まない受動喫煙の防止を図るた
め、「健康増進法の一部を改正する
法律」及び「北海道受動喫煙防止条
例」を適正に執行するための経費

地域保
健課

0 16,731 4,256 2.0 4.0 6.0 63,591
現状維

持
引き続き、受動喫煙防止対策を推
進する必要があるため

－ ① ①
　すでに可能な範囲においてリーフ
レット電子化や会議等オンライン化
対応済。

－ ⑥ ①
　すでに可能な範囲においてリーフ
レット電子化や会議等オンライン化
対応済。

○ ①

コロナ禍における学習の機会を確
保するため、オンライン研修等にも
対応した健康教育資材（DVD）の作
成。（R3）

暫定的な職員配置により体制を整
備し、事務事業を推進してきたが、
一定期間が経過したことなどを踏ま
え、効果的・効率的な執行体制の構
築を検討すること。

現状維
持

北海道受動喫煙防止条例の基本計
画として、令和３年10月に策定した
「北海道受動喫煙防止対策推進プ
ラン」に係る普及啓発など業務量は
軽減していないが、引き続き効果
的・効率的な執行体制について検
討を進めていく。

0456 一般 健康づくり道民調査事業費 －

北海道健康増進計画「すこやか北
海道２１」の最終評価及び次期計画
の策定にあたっての基礎資料を得
るため、健康づくり道民調査を実施
する。

地域保
健課

0 5,379 0 0.2 0.0 0.2 6,941 現状維
持

道民の健康・栄養の現状把握と課
題抽出、目標設定のための調査
は、概ね5年ごとに実施しているた
め。
※実施をR４年度に延期

－ － － － － － － － 現状維
持

0701 義務費 結核対策費 －
結核に係る登録、各種検診や訪問
指導に係る事務

感染症
対策課

0 9,703 5,204 0.2 16.4 16.6 139,349 拡充
接触者健診費（委託料）拡充等によ
る対応が必要

－ － － － － － － － 拡充

0702 義務費
結核予防対策費（結核診査協議会）
（義務費）

－
結核に係る登録、各種検診や訪問
指導に係る事務（義務的経費）

感染症
対策課

0 18,333 18,333 0.2 3.0 3.2 43,325
現状維

持
－ － － － － － － － －

現状維
持

0703 維持費
結核対策費
(維持費）

－

保健所に整備しているエックス線自
動車の維持管理に要する経費及び
放射線診療従事者の放射線被爆線
量の測定に係る委託事務

感染症
対策課

0 1,251 1,251 0.2 1.4 1.6 13,747 現状維
持

引き続き結核対策業務を継続して
いく必要があるため

－ － － － － － － － 現状維
持

0704 義務費 結核予防費補助金 －
結核予防に係る健康診断に係る事
務

感染症
対策課

0 5,730 5,730 0.2 0.9 1.1 14,321
現状維

持
－ － － － － － － － －

現状維
持

0705 一般 結核対策特別促進事業費 －
結核患者に対する服薬指導及び結
核予防対策の充実に係る事務

感染症
対策課

0 4,233 510 0.2 4.7 4.9 42,502
現状維

持
引き続き結核患者への服薬管理等
は必要であるため

－ － － － － －

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

関係団体との調整の結果、技術的
意見交換の場のため、オンラインに
よる実施が困難であったもの。実施
方法の検討について関係団体と協
議していく。

1 一般 服薬管理 － 1,410 510 － － － － － － － －

2 一般 地区別講習会 ② 2,823 0 － ④ ② 可能な範囲でＷＥＢで開催できる － ⑥ ② 可能な範囲でＷＥＢで開催できる ○ ②
接触機会の低減のため可能な範囲
でＷＥＢまたは書面で開催できる

○ ○ ○

0706 一般 結核医療施行事務費 －
結核医療を適正に施行するための
協議会運営や病状調査に係る事務

感染症
対策課

0 934 934 0.2 5.4 5.6 44,670
現状維

持
引き続き結核患者の病状把握をす
る必要があるため

－ － － － － － － －
現状維

持

0707 義務費 結核医療施行事務費（義務費） －
結核医療を適正に施行するための
協議会運営や病状調査に係る事務
（義務的経費）

感染症
対策課

0 401 401 0.1 0.0 0.1 1,182 現状維
持

－ － － － － － － － － 現状維
持

0708 義務費 結核医療費
結核の公費負担に係る医療費の事
務

感染症
対策課

0 41,996 11,881 0.2 7.2 7.4 99,790 現状維
持

－ － － － 法令上、書面で行うものとされてい
るため。

－ － － 法令で都道府県が行うこととされて
いる事務のため。

－ －

法令で定められている業務のため。
（元々郵送受け付け可能だが、対面
による提出を差し止めることはでき
ない）

現状維
持

0709 義務費 感染症予防対策費 ③
感染症の発生及び流行を阻止する
ため諸対策を行う事務

感染症
対策課

0 17,487 5,462 3.6 33.5 37.1 307,238
現状維

持
－ － - －

患者調査や検査に要する物品を電
子化することができないため

－ - －
施設への現地調査・実地指導等が
必要な場合があるため

－ －
施設への現地調査・実地指導等が
必要な場合があるため

現状維
持

0710 義務費
感染症予防対策費（感染症診査協
議会）（義務費）

②
感染症の発生及び流行を阻止する
ため諸対策を行う事務（義務的経
費）

感染症
対策課

0 844 844 2.2 0.0 2.2 18,026
現状維

持
－ － ④ ②

接触機会の低減のため、可能な範
囲でWeb又は書面で開催できる

－ ⑥ ②
接触機会の低減のため、可能な範
囲でWeb又は書面で開催できる

○ ②
接触機会の低減のため、可能な範
囲でWeb又は書面で開催できる

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○
患者の個人情報を取扱う必要があ
るため対応可能な範囲について引
き続き検討していく。

0711 維持費 感染症予防対策費（維持費） ⑤
感染症の発生及流行防止に要する
経費及び患者発生時の移送に用い
る搬送車の維持管理の経費

感染症
対策課

0 1,359 652 2.2 0.0 2.2 18,541 現状維
持

法令で定められている業務のため。 － ③ ②
H15年度に配置した車両を保健所
体制整備推進事業によりR3年度中
に環境配慮の車両に交換予定。

－ － － － － 現状維
持

○

0712 義務費 感染症予防費負担金 －
感染症法に基づき市町村が支弁す
る感染症予防対策事業の費用負担
事務

感染症
対策課

0 44,580 22,290 1.2 0.0 1.2 53,952 現状維
持

－ － － － － － － － － 現状維
持

0713 一般
感染症危機管理体制基盤整備事業
費

②

感染症予防の措置及び医療機関、
市町村等関係機関との連絡体制整
備、新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ･鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞに
関する対策の実施、各種協議会等
に関する事務、アレルギー疾患に関
する情報提供等

感染症
対策課

0 480 300 37.0 0.9 37.9 296,479
現状維

持
法令で定められている業務のため。 － ④ ②

接触機会の低減のため、可能な範
囲でWeb又は書面で開催できる

－ ⑥ ②
接触機会の低減のため、可能な範
囲でWeb又は書面で開催できる

○ ②
接触機会の低減のため、可能な範
囲でWeb又は書面で開催できる

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○
議事内容を鑑み、委員と協議のう
え、書面開催及びオンラインでの開
催を検討する。

0714 一般 感染症指定医療機関運営費補助金 ③
第一種及び第二種感染症指定医療
機関の施設・設備整備や運営経費
を補助する事務

感染症
対策課

0 65,815 32,908 2.1 0.9 3.0 89,245 現状維
持

法令で定められている業務のため。 － - － 国から紙媒体での提出を求められ
ているため

－ - － 新たな指定に係る事務が発生した
場合、現地調査が必要なため

－ － 新たな指定に係る事務が発生した
場合、現地調査が必要なため

現状維
持

0715 一般 予防接種対策費 ③

感染症流行予測、予防接種副反応
調査の実施事務及び市町村実施の
予防接種健康被害救済事業の費用
負担事務

感染症
対策課

0 2,284 0 1.2 0.2 1.4 13,218 現状維
持

引き続き、流行予測調査や予防接
種に係る事務を継続する必要があ
るため。

－ ④ ②

流行予測調査の実施において、対
面での同意取得が必要なため、対
象者に対する説明を動画視聴とす
ることで対応予定。

－ ⑥ ②

流行予測調査の実施において、対
面での同意取得が必要なため、対
象者に対する説明を動画視聴とす
ることで対応予定。

－ ②

流行予測調査の実施において、対
面での同意取得が必要なため、対
象者に対する説明を動画視聴とす
ることで対応予定。

現状維
持

○ ○ ○

0716 義務費 予防接種対策費（義務費） －

感染症流行予測、予防接種副反応
調査の実施事務及び市町村実施の
予防接種健康被害救済事業の費用
負担事務（義務的経費）

感染症
対策課

0 62,154 20,718 2.5 0.2 2.7 83,241 現状維
持

－ － - － － － － － － 現状維
持

4／7 04071



二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K) (L) (M) (N) (O) (P) (Q) (R) (S) (T) (U)

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ

カーボン

Ⅱ
Society

5.0

Ⅲ
新型

コロナ
ウイルス
感染症

次年度
方向性

重点点検事業 見直し

次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費

（千円）

執行体制

フル
コスト

（千円）

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応

重点点検事業

見直し
状況

内容 該当 対応状況視点理由
計画等
位置
づけ

計画等
位置
づけ

視点
見直し
状況

理由 該当

0717 一般 結核・感染症サーベイランス対策費 －

感染症法に基づき、医療機関から
一～五類感染症等の発生情報を収
集し、分析、還元により蔓延を防止
する事務

感染症
対策課

0 12,832 6,416 2.2 8.0 10.2 92,494 現状維
持

引き続き、感染症の発生情報を収
集し、分析、還元に係る事務を継続
する必要があるため。

－ - － － － － － － 現状維
持

0718 一般 エイズ予防対策推進事業費
エイズに対する医療体制の整備及
び診療向上に関する調査研究の委
託事務等

感染症
対策課

0 54,573 2,317 0.5 1.7 2.2 71,755 現状維
持

引き続きHIV感染者／AIDS患者等
が安心して医療を受けられる体制
の整備を図るとともに、感染予防及
び早期発見・早期治療のために事
業を行う。

－ - － － － － － － 拡充

1 一般 委託事業 ⑥
感染症
対策課

0 53,192 1,626 － ④ ①
既にオンラインによる研修を行って
いる。

－ ⑥ ①
既にオンラインによる研修を行って
いる。

－ ①
既にオンラインによる研修を行って
いる。

2 一般 感染防止薬の配置事業 －
感染症
対策課

0 1,287 644 － - － － - － － -

3 一般 性感染症検査事業 －
感染症
対策課

0 94 47 － - － － - － － -

0719 一般 エキノコックス症対策費 －
エキノコックス症に関する予防、健
康診断、媒介動物対策及び調査研
究等に関する事務

感染症
対策課

0 3,920 2,775 0.2 3.6 3.8 33,598 現状維
持

引き続き、エキノコックス症から道民
の生活を守るため、エキノコックス症
に関する予防、健康診断、媒介動物
対策及び調査研究等に関する事務
を行う必要があるため。

－ - － － － － － － 現状維
持

0720 義務費 エキノコックス症対策費（義務費） ②
エキノコックス症に関する予防、健
康診断、媒介動物対策及び調査研
究等に関する事務

感染症
対策課

0 448 224 0.2 3.6 3.8 30,126
現状維

持
－ － ④ ② 可能な範囲でＷＥＢで開催できる － ⑥ ② 可能な範囲でＷＥＢで開催できる ○ ②

接触機会の低減のため可能な範囲
でＷＥＢまたは書面で開催できる

会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

○ ○ ○
患者の個人情報を取扱う必要があ
るため対応可能な範囲について引
き続き検討していく。

0721 一般 肝炎対策推進事業費 －

肝炎検査の普及啓発及び無料検査
により早期発見を推進し、また、肝
疾患に係る診療体制の整備を図
る。

感染症
対策課

0 7,734 3,867 0.6 8.8 9.4 81,148 現状維
持

引き続き肝炎対策に係る拠点病院
への委託業務は必要であるため

－ - － － － － － －

・普及啓発事業における啓発資材
のペーパレス化・電子化やオンライ
ン開催によるCO2削減や啓発対象
の拡大に向けた取組の促進など、
ゼロカーボン北海道及びSociety5.0
の推進に向け、事業内容を検討す
ること。

・会議等におけるオンラインやタブ
レットの活用によるCO2削減や移動
時間の削減、参集範囲の拡大に向
けた取組の促進など、ゼロカーボン
北海道及びSociety5.0の推進に向
け、事業内容を検討すること。

現状維
持

・ホームページやSNSの活用など
ペーパーレス化や電子化に向けて
検討していく。

・患者の個人情報を取扱う必要があ
るため対応可能な範囲について引
き続き検討していく。

1 一般 肝炎対策協議会の運営 ② 94 47 － ④ ② 可能な範囲でＷＥＢで開催できる － ⑥ ② 可能な範囲でＷＥＢで開催できる ○ ②
接触機会の低減のため可能な範囲
でＷＥＢまたは書面で開催できる

○ ○ ○

2 一般 普及啓発 ① 18 9 － ④ ② リーフレットの電子化は可能 － ⑥ ② リーフレットの電子化は可能 ○ ② リーフレットの電子化は可能 ○ ○ ○

3 一般 肝炎ウイルス検査 － 387 193 － － － － － － － －

4 一般
肝疾患診療連携拠点病院の機能充
実

② 7,235 3,618 － ④ ② 可能な範囲でＷＥＢで開催できる － ⑥ ② 可能な範囲でＷＥＢで開催できる ○ ②
接触機会の低減のため可能な範囲
でＷＥＢまたは書面で開催できる

○ ○ ○

0722 義務費 感染症医療費 －
感染症法に基づき、感染症指定医
療機関等における医療に要する費
用等を負担する事務

感染症
対策課

0 663,334 167,625 0.2 0.0 0.2 664,896 現状維
持

－ － － － － － － － － 現状維
持

0723 一般 風しん感染予防費 －

先天性風しん症候群の予防等のた
め、予防接種が必要である風しん感
受性者を効率的に抽出するための
抗体検査を実施する。

感染症
対策課

0 2,139 1,070 0.2 0.1 0.3 4,482 現状維
持

引き続き、総務管理諸費に係る事
務を継続する必要があるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0724 一般
医療施設近代化施設整備事業費補
助金

－
病床数の削減と１床当たりの面積の
拡大を主な条件に病院・診療所の
施設整備に補助する事務

感染症
対策課

0 4,242 0 0.1 0.0 0.1 5,023 現状維
持

他医療資源の効率的な再編及び地
域医療の確保に配慮しつつ、病院
における患者の療養環境、医療従
事者の職場環境、衛生環境等の改
善及びへき地や都市部の診療所の
円滑な承継のため、引き続き事業を
実施する必要があるため。また、本
事業は医療機関からの要望調査結
果に基づき実施するものであり、今
後、方向性の変更可能性がある。

－ － － － － － － － 休止

0725 一般 保健所体制整備推進事業費 ②

保健所が、地域の健康危機管理の
拠点として、感染症の長期化により
増大するリスクにも対応できるよう、
人員確保・人材育成・設備整備等に
より、体制の維持を図る。

感染症
対策課

0 1,266,677 626,215 0.5 0.5 1.0 1,274,487
現状維

持

・引き続き、感染の長期化や拡大時
に備え、新型コロナウイルス感染症
策として、保健所即応体制の整備・
強化を図るための人材確保、必要
な資機材の確保、入院調整事務の
効率化等を図る必要があるため。・
健康危機管理の拠点としての責務
を果たせる人材育成は恒常的に必
要なため。

－ － － 研修に必要な物品を電子化すること
ができないため

－ － － 実技を伴う研修が必要なため － － 実技を伴う研修が必要なため

国から示された感染症対策に従事
する保健師の増員を踏まえ、計画
的な職員採用を進め、効果的・効率
的な執行体制の構築を進めること。

現状維
持

保健師の採用を進め、令和４年度
当初から各道立保健所へ増員配置
することとした。引き続き、効果的・
効率的な執行体制の構築を進めて
いく。

1 一般 患者発生対策 － 866,789 433,596 － － － － － － － －

2 一般 広域支援知性整備 － 26,751 13,376 － － － － － － － －

3 一般 人材育成 ② 3,178 1,565 － － －
研修に必要な物品を電子化すること
ができないため

－ － － 実技を伴う研修が必要なため － － 実技を伴う研修が必要なため

4 一般 予防対策支援事業 － 355,756 177,878 － － － － － － － －

5 一般 資機材の整備 － 14,253 0 － － － － － － － －

0726 義務費
患者対策推進費
（一般＋義務費）

－

特定疾患等患者に対する受給者証
の交付などを実施し、特定疾患等の
患者対策を推進する。また、本道出
身のハンセン病療養所入所者に対
する慰問・援護事業及び普及啓発
を行う。

感染症
対策課

0 27,934 15,323 1.7 15.5 17.2 162,266
現状維

持
－ － － － － － － － －

現状維
持

0727 事務 感染症対策課総合調整等業務 －

課員の服務、研修、道議会、予算・
決算・監査、表彰、国庫支出金、政
策・事業評価、各種調査とりまとめ、
文書管理及び団体との調整などの
課全般に関する庶務、感染症対策
に係る関係機関との総合調整業務

感染症
対策課

0 0 0 34.6 17.0 51.6 402,996
現状維

持

引き続き、当課・新型コロナウイル
ス感染症対策本部指揮室の運営を
継続する必要があるため

－ － － － － － － －
新型コロナウイルス感染症の状況
を踏まえ、効果的・効率的な執行体
制の構築を進めること。

現状維
持

引き続き、新型コロナウイルス感染
症の状況に応じて業務内容や職員
配置について適宜見直しを行い、効
果的・効率的な執行体制の構築を
進めていく。

5／7 04071



二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K) (L) (M) (N) (O) (P) (Q) (R) (S) (T) (U)

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ

カーボン

Ⅱ
Society

5.0

Ⅲ
新型

コロナ
ウイルス
感染症

次年度
方向性

重点点検事業 見直し
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【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費

（千円）

執行体制

フル
コスト

（千円）

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応

重点点検事業

見直し
状況

内容 該当 対応状況視点理由
計画等
位置
づけ

計画等
位置
づけ

視点
見直し
状況

理由 該当

0728 一般
保健所に係る試験検査業務、各種
法令その他諸規定に関する事務

－

保健所に係る試験検査機器の計画
的な整備など検査全般並びに条
例・規定の策定及び改正に関する
事務

感染症
対策課

0 0 0 0.3 65.6 65.9 514,679 現状維
持

試験検査業務等を継続する必要が
あるため

－ － － － － － － － 現状維
持

0729 一般 衛生研究所維持運営費 －
衛生研究所の運営、維持管理に要
する経費及び施設・設備の老朽化
等に伴う更新、補修等に要する経費

感染症
対策課

0 358 358 0.2 4.0 4.2 33,160 現状維
持

公衆衛生に関する行政の科学的・
技術的中核として設置されている衛
生研究所の維持管理を継続する必
要があるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0730 維持費 衛生研究所維持運営費（維持費） －
衛生研究所の運営、維持管理に要
する経費及び施設・設備の老朽化
等に伴う更新、補修等に要する経費

感染症
対策課

0 261,204 261,204 0.2 4.7 4.9 299,473 現状維
持

公衆衛生に関する行政の科学的・
技術的中核として設置されている衛
生研究所の維持管理を継続する必
要があるため。

－ － － － － － － － 現状維
持

0731 一般 衛生研究所試験研究費 ③

公衆衛生の向上及び健康被害防止
を図ることを目的に調査研究、試験
検査、研修指導及び公衆衛生情報
等の収集・解析・提供を行う。

感染症
対策課

0 21,934 6,220 0.2 47.0 47.2 390,566 現状維
持

引き続き、公衆衛生の向上及び健
康被害防止を継続する必要がある
ため

－ － － 調査研究等に係る資料等の全てを
電子化できないため。

－ － － 実技を伴う研修が必要なため － － 実技を伴う研修が必要なため
現状維

持

0901 一般 精神保健医療の推進に関する事務 －

北海道精神保健福祉審議会、精神
科病院等の整備・指導監督、精神
医療審査会、精神障害者保健福祉
手帳、精神保健指定医の指定、精
神保健福祉統計等に関する事務

障がい
者保健
福祉課

0 0 0 3.5 5.0 8.5 66,385
現状維

持

精神保健福祉法に基づき、引き続
き、事業を実施していく必要がある
ため

－ - － － - － － －

暫定的な職員配置により体制を整
備し、事務事業を推進してきたが、
一定期間が経過したことなどを踏ま
え、効果的・効率的な執行体制の構
築を検討すること。

現状維
持

自殺やギャンブル等を取り巻く社会
環境の変化による影響等に的確に
対応するため、専任の担当課長を
引き続き配置することとしたが、増
加傾向にあるこれらの諸課題に適
切に対応できる体制について、引き
続き検討を進めていく。

0902 一般 高次脳機能障害者支援事業費
高次脳機能障害者に対する支援体
制を構築するため、会議、人材の育
成等を行う。

障がい
者保健
福祉課

0 12,018 6,009 0.3 0.5 0.8 18,266 現状維
持

引き続き、事業を実施していく必要
があるため

－ - － － - － － － 現状維
持

1 一般 支援連絡会議 ② 90 45 － - － － - － － －
障がい当事者も構成員に含まれて
いることからオンライン化は困難で
ある。

2 一般 リハビリ支援コーディネート事業 － 4,493 2,247 － - － － - － － －

3 一般 リハビリ提供・地域生活支援事業 － 6,387 3,194 － - － － - － － －

4 一般 人材の養成 ② 248 124 － ④ －
研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。

－ ⑥ －
研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。

－ －

5 一般 診断・支援技術普及 ① 289 144 － ④ －

啓発資材については電子での啓発
も行っているが、電子に対応できな
い方もおり、広く周知をする必要が
あることから電子化は困難である。

－ ⑥ －

啓発資材については電子での啓発
も行っているが、電子に対応できな
い方もおり、広く周知をする必要が
あることから電子化は困難である。

－ －

6 一般 保健所におけるネットワーク ② 511 255 － ④ －

研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。
啓発資材については電子での啓発
も行っているが、電子に対応できな
い方もおり、広く周知をする必要が
あることから電子化は困難である。

－ ⑥ －

研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。
啓発資材については電子での啓発
も行っているが、電子に対応できな
い方もおり、広く周知をする必要が
あることから電子化は困難である。

－ －

0903 一般 精神保健啓発事業費補助金 ②
精神保健福祉の普及啓発や患者・
家族に対する相談・指導等を行う団
体に対し費用を補助する事業

障がい
者保健
福祉課

0 2,257 2,104 0.2 0.0 0.2 3,819
現状維

持

地域生活支援事業国庫補助金に基
づき、引き続き、事業を実施していく
必要があるため

－ ④ －

研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。
啓発資材については電子での啓発
も行っているが、電子に対応できな
い方もおり、広く周知をする必要が
あることから電子化は困難である。

－ ⑥ －

研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。
啓発資材については電子での啓発
も行っているが、電子に対応できな
い方もおり、広く周知をする必要が
あることから電子化は困難である。

－ －
障がい当事者も参加することからオ
ンライン化は困難である。

現状維
持

0904 一般 ひきこもり対策推進事業費 ②
ひきこもり状態にある本人や家族を
支援するための体制を整備する。

障がい
者保健
福祉課

0 4,647 2,324 0.1 0.1 0.2 6,209
現状維

持

生活困窮者就労準備支援事業費補
助金に基づき、引き続き、事業を実
施していく必要があるため

－ ④ －

研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。
啓発資材については電子での啓発
も行っているが、電子に対応できな
い方もおり、広く周知をする必要が
あることから電子化は困難である。

－ ⑥ －

研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。
啓発資材については電子での啓発
も行っているが、電子に対応できな
い方もおり、広く周知をする必要が
あることから電子化は困難である。

－ －
研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。

現状維
持

0905 一般 地域自殺予防対策等推進事業費 ②

国庫補助事業により「地域自殺予防
情報センター」を設置し、また、各地
域が連携を図りながら地域ネット
ワークの構築や地域の実情に応じ
た取組等を実施する。

障がい
者保健
福祉課

0 2,405 1,203 0.3 1.0 1.3 12,558 現状維
持

地域自殺対策強化交付金に基づ
き、引き続き、事業を実施していく必
要があるため

－ ④ －
研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。

－ ⑥ －
研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。

－ －
研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。

現状維
持

0906 一般 地域自殺対策強化事業費
自殺対策推進のための事業を実施
する。

障がい
者保健
福祉課

0 63,536 4,247 0.3 2.6 2.9 86,185
現状維

持
引き続き、事業を実施していく必要
があるため

－ － － － － －
現状維

持

1 一般 若年層対策 ② 2,148 716 － ④ －
研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。

－ ⑥ －
研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。

－ －
研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。

2 一般 自殺未遂者支援事業 ② 700 234 － ④ －
研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。

－ ⑥ －
研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。

－ －
研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。

3 一般
自殺未遂者支援・連携体制構築事
業

－ 9,795 0 － － － － － －

4 一般 自死遺族支援機能構築事業 － 111 56 － － － － － －

5 一般 電話相談 － 5,337 2,669 － － － － － －

6 一般
電話相談（新型コロナウイルス感染
症の影響による自殺の未然防止事
業）

－ 1,144 572 － － － － － －

7 一般 市町村・団体補助 － 43,000 0 － － － － － －

8 一般
新型コロナウイルスに対応した自殺
防止対策市町村補助事業

① 1,301 0 － ④ －

啓発資材については電子での啓発
も行っているが、電子に対応できな
い方もおり、広く周知をする必要が
あることから電子化は困難である。

－ ⑥ －

啓発資材については電子での啓発
も行っているが、電子に対応できな
い方もおり、広く周知をする必要が
あることから電子化は困難である。

－ －

0907 一般 ギャンブル等依存症対策事業費

ギャンブル等依存症対策推進計画
の策定及びギャンブル等依存症に
かかる道民への正しい知識の普及
啓発のための事業を実施する。

障がい
者保健
福祉課

0 3,543 1,772 0.7 0.0 0.7 9,010 現状維
持

引き続き、事業を実施していく必要
があるため

－ － － － － － 現状維
持
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二次政策評価 二次政策評価

意　見 意見への対応状況

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H) (I) (J) (K) (L) (M) (N) (O) (P) (Q) (R) (S) (T) (U)

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

Ⅰ
ゼロ

カーボン

Ⅱ
Society

5.0

Ⅲ
新型

コロナ
ウイルス
感染症

次年度
方向性

重点点検事業 見直し

次年度対応内容

ACTION 結果への対応（令和４年度）

経費
区分

【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要

事務
事業

方向性

事務事業名 見直し
区分

事務事業概要 課・局
室名

令和３年度

前年度
からの
繰越

事業費
（千円）

Ⅰ　ゼロカーボン

整理
番号

枝番 重複
施策 事業費

（千円）

執行体制

フル
コスト

（千円）

【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

一次政策評価

うち
一般
財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見

見直し
状況

理由及び今後の対応

重点点検事業

見直し
状況

内容 該当 対応状況視点理由
計画等
位置
づけ

計画等
位置
づけ

視点
見直し
状況

理由 該当

1 一般 普及啓発活動 ① 1,703 852 － ④ －

研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。
啓発資材については電子での啓発
も行っているが、電子に対応できな
い方もおり、広く周知をする必要が
あることから電子化は困難である。

－ ⑥ －

研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。
啓発資材については電子での啓発
も行っているが、電子に対応できな
い方もおり、広く周知をする必要が
あることから電子化は困難である。

－ －
研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。

2 一般 人材の確保 ② 1,420 710 － ④ －
研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。

－ ⑥ －
研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。

－ －
研修会等は対面での演習も含まれ
ていることからオンライン化は困難
である。

3 一般 連携協力体制の整備 － 420 210 － － － － － －

0908 一般 こころの健康ＳＮＳ相談事業費 －

新型コロナウイルス感染症の影響
による自殺リスクの高まりを踏まえ、
ＳＮＳを活用した相談事業を実施す
る。

障がい
者保健
福祉課

0 19,391 4,848 1.0 0.0 1.0 27,201 終了
新型コロナウイルス感染症の影響
による自殺リスクの高まりを踏まえ、
今後も要求する。

－ － － － － － 終了

0 11,579,288 5,675,263 130.8 455.6 586.4 ■令和４年度　新規事業

HIV検査委託、こころの健康SNS相談事業費

計
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